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松
代
町
社
会
教
育
方
針
決
る

　
予
ね
て
審
議
中
で
あ
っ
た
松
代
町
の

三
十
九
年
度
に
お
け
る
社
全
教
育
方
針

が
決
っ
た
。
こ
れ
は
県
の
社
会
教
育
方

針
を
加
味
し
、
そ
の
中
に
松
代
町
の
地

域
要
求
を
生
か
し
た
も
の
で
あ
る
。
大

き
な
方
針
、
目
標
は
次
の
通
り
で
あ
る

　
O
松
代
町
の
社
会
教
育
方
針

1
、
町
民
の
要
望
を
把
捉
し
、
時
代
の

　
　
進
展
に
対
応
社
会
教
育
計
画
を
た

　
　
て
る
。

2
、
社
会
教
育
に
対
す
る
世
論
を
喚
起

　
　
し
指
導
者
及
び
、
施
設
設
備
の
充

　
　
実
を
は
か
る
こ
こ
。

3
、
家
庭
、
学
校
お
よ
び
、
社
会
教
育

　
　
関
係
団
体
と
の
連
絡
提
携
を
密
に

　
　
し
て
町
全
体
の
健
全
な
教
育
環
境

　
　
を
育
成
す
る
こ
と
。

　
O
松
代
町
の
社
会
教
育
目
標

1
、
松
代
町
の
総
合
的
建
設
計
画
に
協

　
　
力
し
、
特
に
生
産
性
の
啓
培
に
努

　
　
め
る
。

2
、
誠
実
に
し
て
勤
勉
な
町
民
性
を
助

　
　
長
す
る
と
共
に
、
科
学
的
合
理
性

　
　
を
強
調
す
る
。

3
、
旧
来
の
弊
風
を
改
善
し
、
新
生
活

　
　
環
境
の
醸
成
に
つ
と
め
る
。

4
、
各
種
文
化
団
体
お
よ
び
、
社
会
教

　
　
育
団
体
の
育
成
を
は
か
り
、
そ
の

　
　
活
動
を
推
進
す
る
。

以
上
の
目
標
に
則
し
て
、
実
践
努
力
事

項
を
定
め
た
。

1
、
社
会
教
育
行
政
関
係

　
公
民
舘
の
活
用
と
人
的
機
能
を
効
果

　
的
に
生
か
し
、
各
種
団
体
と
の
提
携

　
を
は
か
り
総
合
的
な
建
設
計
画
の
推

　
進
に
協
力
す
る
。

　
青
年
学
級
の
振
興
と
ラ
ジ
オ
農
業
学

　
校
の
推
進
、
講
師
団
の
充
実
、
学
唐

　
内
容
の
充
実
を
は
か
り
、
青
年
団
、

　
少
年
団
活
動
の
積
極
的
協
力
を
行
う

　
P
T
A
活
動
の
充
実
強
化
と
、
一
般

　
者
対
象
の
講
演
会
、
研
修
会
の
機
会

　
を
も
つ
よ
う
に
援
助
を
す
る
。
又
新

　
生
活
運
動
、
安
全
運
動
の
連
絡
強
化

　
を
は
か
る
。

　
婦
人
会
の
運
営
強
化
に
努
め
、
婦
人

2
、
青
少
年
教
育

3
、
成
人
教
育

4
、
婦
人
教
育

曝
学
級
の
学
習
内
容
を
さ
ら
に
高
め
る

5
、
家
庭
教
育
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
｝

麟
文
化
振
興
、
広
報
活
動
は
更
液
内
容

、
を
充
実
す
る
様
計
画
実
践
圃
努
め
る
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昭
和
三
十
九
年
度
町
内
教
職
員
の
異
動
に
つ
い
て
翻
義

　
四
月
一
日
付
を
も
っ
て
例
年
の
如
く

町
内
の
先
生
方
の
移
動
が
発
表
さ
れ
た

転
出
者
四
十
四
名
、
　
‘
転
入
者
五
十
三

名
の
大
き
な
移
動
で
あ
っ
た
。
尚
転
出

転
入
教
職
員
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
転
出
の
部

　
○
松
代
小
学
校

日
野
勇
子

東
条
明
子

樺
沢
文
枝

西
潟
東
一

高
橋
恒
夫

古
海
幸
子

西
頸
能
生
小
へ

新
井
市
新
井
小
へ

中
頸
中
郷
小
へ

新
津
　
結
小
へ

南
蒲
中
野
小
へ

中
魚
田
沢
小
へ

　
○
清
水
小
学
校

村
山
識
三
　
　
中
越
指
導
主
事
へ

駒
野
郁
子
　
　
三
島
大
河
津
小
へ

田
辺
　
豊
　
　
辞
　
　
　
　
職

　
○
伊
沢
小
学
校

松
山
智
幸

藤
田
千
代
子

松
山
武
雄

関
谷
富
三

小
野
島
光
子

東
頸
松
代
小
へ

。
東
頸
中
保
倉
小
へ

東
頸
安
塚
中
へ

南
魚
神
立
小
へ

東
頸
清
水
中
へ

○
北
山
小
学
校

樋
口
周
平

米
山
定
一

井
上
　
功

佐
藤
ヨ
シ

北
魚
薮
神
小
へ

刈
羽
増
田
小
へ

東
頸
浦
田
小
へ

辞
　
　
　
　
職

　
○
蒲
生
小
学
校

内
山
彰
信
　
　
塩
沢
商
工
高
校
へ

井
上
誠
　
　
退
　
　
　
　
職

　
○
室
野
小
学
校

伊
藤
喜
三
郎
　
退
■
　
　
職

西
潟
哲
雄
　
　
三
島
出
雲
崎
小
へ

大
貫
　
繭
　
　
西
頸
南
能
生
小
へ

　
○
峠
小
学
校

羽
深
一
世
　
　
直
江
津
上
吉
野
小
へ

山
崎
直
子
　
』
中
頸
菅
原
小
へ

田
中
弘
昌
　
　
辞
　
　
　
　
職

相
沢
太
嘉
治
　
松
代
中
学
校
へ

　
○
松
代
中
学
校

高
波
正
二

小
島
　
滉

小
林
信
治

石
田
欣
一

宮
沢
正
翁

石
井
文
子

山
岸
正
義

糸
魚
川
下
早
川
中
へ

〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

直
江
津
中
へ

三
島
三
島
中
へ

南
魚
塩
沢
中
へ

西
蒲
間
瀬
中
へ

辞
　
　
　
　
職

　
O
清
水
中
学
校

小
林
武
彦
　
　
西
蒲
吉
田
中
へ

神
凪
セ
ッ
子
北
蒲
藤
塚
小
へ

O
山
平
中
学
校

村
山
俊
治

後
藤
昭
徳

村
松
征
和

原
シ
ズ
子

本
柳
貞
子

松
之
山
中
へ

十
日
町
高
校
へ

新
潟
大
江
山
中
へ

南
蒲
大
西
中
へ

松
代
小
学
校
へ

○
奴
奈
川
中
学
校

石
野
一
栄

安
沢
宏
子

高
橋
吉
治

　
　
転
入

直
江
津
第
二
中
へ

南
魚
中
之
島
中
へ

辞
　
　
　
　
職

の
部

○
松
代
小
学
校

本
柳
貞
子

山
本
邦
子

松
山
智
幸

内
山
久
四
郎

大
橋
晴
吉

佐
藤
邦
代

上
野
和
江

山
平
中
学
よ
り

新
採
用

伊
沢
小
よ
り

新
採
用

刈
羽
石
黒
小
よ
り

中
魚
外
丸
小
よ
り

新
探
用

　
○
清
水
小
学
校

高
橋
キ
ク
エ
　
新
採
用

柳
　
正
昭
　
　
〃

　
○
伊
沢
小
学
校

春
日
　
求

土
田
栄
子

野
本
正
三

高
沢
　
常

小
海
早
苗

宮
沢
ヨ
シ

十
日
町
吉
田
小
よ
り

新
採
用

松
之
山
中
よ
り

安
塚
行
野
小
よ
り

名
ケ
山
小
よ
り

下
山
分
校
よ
り

○
北
山
小
学
校

大
滝
正
一

本
臼
　
満

関
谷
タ
イ

藤
本
恒
夫

小
千
谷
千
田
中
よ
り

中
頸
寺
野
小
よ
り

新
採
用

新
採
用

　
○
室
野
小
学
校

馬
場
利
貞
　
　
松
之
山
坪
野
小
よ
り

　　　懸　　雌　磐

きン

榔

　
　
　
　
　
　
浦
川
原
中
保
倉
小
よ
り

　
　
　
　
　
　
松
之
山
浦
田
中
よ
り

　
○
蒲
生
小
学
校

柳
　
音
松
　
　
新
採
用

仲
村
輝
夫
　
　
〃

市
川
久
良
　
　
〃

　
○
峠
小
学
校

金
子
昭
治
　
　
中
頸
東
田
中
小
よ
り

西
川
敦
子
　
　
新
採
用

石
口
正
一
　
　
〃

磯
部
俊
徳
　
　
中
頸
柿
崎
小
よ
り

　
○
松
代
中
学
校

相
沢
太
嘉
治

福
原
公
望

白
川
鷹
司

鈴
木
一
郎

小
林
恭
治

峠
小
よ
り

北
魚
川
口
中
よ
り

小
千
谷
中
よ
り

三
島
三
島
中
よ
り

中
蒲
七
谷
中
よ
り

　
○
清
水
中
学
校

小
島
善
蔵
　
　
南
魚
六
日
町
小
よ
り

佐
藤
教
美
　
　
新
探
用

小
野
島
光
子
　
伊
沢
小
よ
り

　
○
孟
地
中
学
校

清
野
　
賢

若
月
利
一

原
田
忠
雄

山
岸
正
義

田
中
　
俊

石
田
キ
ミ

伊
沢
小
よ
り

松
代
中
よ
り

〃　中
城
柿
崎
中
よ
り

伊
沢
小
よ
り

O
山
平
中
学
校

村
田
長
兵
衛

山
岸
秀
夫

相
沢
　
稔

岡
村
百
合
子

小
池
広
一

本
間
節
子

栃
尾
中
よ
り

中
蒲
亀
田
中
よ
り

新
採
用

北
魚
田
麦
中
よ
り

新
採
用

〃

○
奴
奈
川
中
学
校

佐
藤
秀
夫

相
馬
京
子

佐
藤
昌
治

小
林
義
之

西
頸
和
納
中
よ
り

新
採
用

　南
魚
五
十
沢
中
よ
り
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H
公
民
舘
図
書
室
貸
出
始
ま
る
爬

　
冬
期
間
、
各
部
落
を
巡
回
文
庫
の
型
で
廻
さ
れ

て
い
た
公
民
館
の
図
書
は
、
四
月
禾
で
返
還
さ
れ

て
き
た
。
係
の
努
力
で
一
応
の
整
理
を
完
了
、
又

新
年
度
を
迎
え
、
大
巾
な
増
書
を
は
か
り
、
六
月

一
目
よ
り
貸
出
し
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

広
く
町
民
の
皆
様
の
利
用
を
常
に
お
待
ち
し
て
い

る
公
民
館
で
は
今
年
も
次
の
よ
う
に
貸
出
日
、
貸

出
時
間
を
定
め
た
。

　
○
毎
月
　
五
日
、
十
日
、
十
五
日
、
二
十
日
、

　
　
　
　
　
二
十
五
日
、
三
十
日

　
○
時
間
　
夜
八
時
～
九
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
代
町
公
民
館

．
／
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チ
ク
マ
、
コ
ム
ク
ド
リ
を
確
認

△
△
松
△
△
苧
△
△
山
△
△
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
愛

　
朝
ま
だ
薄
暗
い
「
も
や
」
の
中
を
三

十
名
近
い
一
行
は
そ
れ
ぞ
れ
探
鳥
武
装
p

に
身
を
か
た
め
合
宿
所
を
出
た
。
初
夏

の
朝
と
は
い
い
薄
ら
寒
く
身
ぶ
る
い
す

る
程
で
あ
る
。
先
づ
第
一
声
を
耳
に
し

た
の
は
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
血
を
吐
く
か

の
如
く
一
き
わ
高
く
四
方
の
山
々
に
響

き
渡
る
。
残
月
西
に
名
残
り
惜
し
げ
に

か
た
む
く
、
東
が
し
ら
む
頃
、
美
声
天

を
衝
い
て
我
が
も
の
』
よ
う
に
聞
え
て

来
る
「
キ
ビ
タ
キ
」
の
名
調
子
、
一
行

歩
足
を
止
め
記
録
に
取
り
か
N
っ
た
、

録
音
班
も
こ
の
美
声
を
「
テ
ー
プ
」
に

お
さ
め
た
。
夜
の
「
と
ば
り
」
は
次
第

に
あ
け
て
ゆ
く
と
共
に
次
か
ら
次
へ
と

続
い
て
く
る
野
鳥
の
「
メ
ロ
デ
ー
」
記

録
係
も
録
音
班
も
仲
々
忙
し
い
。

　
実
際
、
探
鳥
気
分
は
参
加
し
た
者
で

な
い
と
わ
か
ら
な
い
か
も
知
れ
な
い
。

こ
の
自
然
に
棲
息
し
て
生
命
の
本
能
を

発
揮
し
尊
重
す
る
可
愛
い
小
鳥
た
ち
の

群
の
中
に
は
生
き
ぬ
く
あ
ら
ゆ
る
戦
い

或
い
は
争
い
は
偉
大
な
「
力
」
と
苦
難

が
あ
る
こ
と
と
思
う
。
皆
さ
ん
に
只
一

つ
お
願
い
す
る
こ
と
は
、
こ
の
小
さ
い

小
鳥
達
を
可
愛
い
が
っ
て
や
っ
て
頂
き

た
い
事
と
、
先
づ
第
一
に
捕
獲
を
禁
じ

繁
殖
に
つ
と
め
住
み
よ
い
郷
土
「
野
鳥

昭39．5．31表録記鳥　の探

△
△
野
△
△
烏
△
△

鳥
ク
ラ

の
宝
庫
大
松
代
町
」
を
よ
り
よ
く
生
か

し
て
頂
き
た
い
と
い
う
こ
と
だ
。
倉

　
探
鳥
の
コ
ー
ス
は
、
松
代
～
菅
刈
～

松
苧
山
～
犬
伏
の
順
と
な
っ
て
い
た
。

夜
は
す
っ
か
り
明
け
離
れ
た
緑
し
た
た

る
若
葉
の
中
を
野
鳥
と
共
に
木
の
間
を

縫
う
よ
う
に
足
の
歩
を
進
め
て
い
る
。

山
平
中
学
校
の
生
徒
諸
君
は
、
思
い
の

外
静
か
な
行
動
と
熱
心
な
の
に
は
驚
く

程
で
あ
っ
た
。
講
師
松
井
先
生
の
説
明

は
そ
の
都
度
そ
の
度
び
毎
に
詳
細
に
わ

た
り
話
を
つ
け
加
え
る
。
足
も
自
づ
と

か
る
く
進
み
や
が
て
郷
土
の
霊
峰
松
苧

山
の
麓
ま
で
の
一
歩
手
前
に
た
ど
り
着

い
た
。
と
た
ん
「
タ
カ
」
の
一
種
「
ハ

チ
ク
マ
」
が
あ
ら
わ
れ
雄
々
と
霊
谷
の

谷
間
か
ら
山
頂
へ
と
飛
び
去
っ
て
行
く

こ
れ
は
一
大
収
穫
で
あ
っ
た
。
探
鳥
会

を
始
め
て
以
来
五
周
年
を
迎
え
た
が
、

我
々
主
催
者
（
愛
鳥
ク
ラ
ブ
）
に
と
っ

て
は
年
と
共
に
新
ら
た
な
記
録
が
生
れ

る
の
が
頼
母
し
く
嬉
し
い
の
で
あ
る
。

愈
々
登
山
だ
。
然
し
瞼
し
い
悪
路
細
道

を
長
蛇
を
思
わ
せ
る
か
の
如
く
よ
じ
登

っ
て
来
る
の
が
す
ぐ
目
の
下
に
続
い
て

見
え
る
。
女
の
人
も
数
人
加
わ
っ
て
お

る
の
で
全
く
青
息
吐
息
の
声
が
地
の
底

か
ら
聞
え
て
く
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

ブ
の
探
鳥
会

　
そ
ろ
く
少
年
組
の
中
に
は
空
腹
を
訴

　
え
る
者
が
出
始
め
た
が
頂
上
ま
で
は
と

　
誰
か
が
言
う
。
途
中
先
づ
一
服
と
い
う

　
所
で
少
年
組
は
「
フ
ク
ロ
」
の
幼
鳥
を

　
見
つ
け
た
。
一
行
は
寄
っ
て
た
か
っ
て

　
そ
の
幼
鳥
の
す
ぐ
そ
ば
ま
で
確
認
を
求

　
め
に
集
る
。
写
真
班
は
す
ぐ
そ
ば
ま
で

、
行
き
こ
れ
を
キ
ヤ
ツ
チ
し
た
。
親
鳥
も

　
す
ぐ
下
に
い
た
。
そ
れ
を
見
送
り
な
が

　
ら
再
び
登
り
始
め
、
目
的
地
松
苧
神
社

　
に
た
ど
り
つ
い
た
。
そ
こ
で
朝
飯
を
取

　
っ
た
。
弁
当
は
そ
れ
ぐ
異
っ
て
い
る

　
の
が
お
か
し
く
思
わ
れ
る
。
　
「
オ
ー
ル

　
リ
」
の
声
が
す
ぐ
目
の
下
に
さ
え
ず
っ

　
て
い
る
。
時
計
は
午
前
八
時
を
廻
っ
て

　
い
た
。
一
同
参
拝
の
後
下
山
し
た
。

　
下
山
の
途
中
ま
た
珍
鳥
を
確
認
し
た
。

　
そ
れ
は
「
コ
ム
ク
ド
リ
」
で
あ
っ
た
。

　
払
川
で
顔
を
洗
っ
て
ほ
こ
り
と
汗
を
去

　
り
犬
伏
直
行
の
足
を
進
め
た
。
ブ
ナ
林

　
の
こ
ん
だ
中
か
ら
野
鳥
の
交
響
楽
が
聞

　
え
て
く
る
。
天
気
晴
朗
に
し
て
若
葉
薫

　
る
初
夏
の
探
鳥
会
は
終
り
を
告
げ
た
の

　
で
あ
る
。
野
鳥
の
確
認
の
こ
と
は
別
記

　
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。
確
認
の
時
刻

　
と
小
鳥
の
種
類
を
掲
げ
て
お
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
関
谷
虎
三
郎
）

確認
時刻

鳥　　　　　名 確認
時刻

鳥　　　　　名
時　　分 時　分

3．40 ホ　ト　トギ，ス 6．19 カ　　　ケ　　　ス

4：．6 キ　ビ　タ　キ 5．56 チ　　ゴ　モ　　ス

4：．7 キヤキ　レイ 5．3 ア　オ　ゲ　　ラ

4．6 シジユウカラ 5．20 アカシヨウビン

4．10 センダイムシクイ 5．30 ヤ　ブ　サ　メ
4：．10 ツ　　　バ　　　メ 5．51 ヤ　マ　　ド　リ

4．11 メ　　　ジ　　　ロ 6．30 フ　ク　ロ　ウ

4．12 ハシボソカラス
『
7
．
5
5 エ　　　ナ　　　ガ

4．13 オ　オ　ル　　リ 8．57 コ　　　ゲ　　　ラ

4．14 コサメビタキ 8．57 三　　光　　鳥

4．15 ノ　　ジ　　　コ 8．58 ブツポウソウ
4．15 コカワラヒワ 8．40 ヤ　マ　ガ　　ラ

4．15 ス　　　ズ　　「メ 6．40 コ　ム　ク　ド　リ

4：．15 ヒ　ヨ　　ド　リ 5．30 メ　　ボ　　　ソ

4．19 ウ　グ　イ　ス 6．00 ハ　　チ　　ク　マ

4：．35 ニュウナイスズメ 4．30 サンシヨウクイ

4．37 ホ　オ　ジ　ロ

5．37 キ　ジ　バ　　ト

4．37 ム　ク　ド　リ

4．45 ク　ロ　ツグミ 合計
4．46 　　　　一サ　　　シ　　　バ 37種類

探鳥コース 松代～菅刈～松苧山～犬伏

講 師 新潟県野鳥保護会幹事

松 井　省　麿

参加人員　　　27名
｛3）



禽
葺
き
暑
鴇
5
…
…
5
目
旨
，

新
潟
国
体
迫
る

　
　
　
　
国
体
旗
リ
レ
ー

　
　
　
　
松
代
町
を
通
過

　
　
　
ヨ
遠
暑
蜜
鴇
冒
急
暑
9
皇
冒
♂
ヨ
監
一
晶
旨
7

　
第
十
九
回
国
体
を
目
前
に
む
か
え
た
F

新
潟
県
は
A
全
県
運
動
と
し
て
国
体
を

中
心
に
健
民
運
動
を
展
開
、
迫
り
く
る

時
期
に
む
か
っ
て
そ
の
意
気
は
大
い
に

盛
上
り
つ
』
あ
る
。
そ
の
時
、
先
に
前

年
度
開
催
地
山
口
市
を
出
発
し
た
大
会

旗
は
、
リ
レ
ー
に
よ
っ
て
五
月
十
四
日

県
境
に
よ
り
、
本
年
開
催
地
で
あ
る
本

県
に
引
き
渡
さ
れ
た
。
大
会
期
は
更
に

全
県
各
市
町
村
を
通
過
、
佐
渡
に
わ
た

～
7

　
　
　
　
　
　
　
雪
の
里
に
春
の
訪
れ

人気をよんだ……腕相撲大会

初代横綱に市ノ川関

そ
の
中
央
に
机
を
置
き
、

白
紫
の
房
が
垂
れ
、

役
が
絞
付
、

行
司
は
上
下
に
正
装
し
て
軍
配
を
持
ち

余
興
と
は
言
え
嚴
粛
の
中
に
試
合
が
進

め
ら
れ
た
。

　
優
勝
し
た
市
ノ
川
関
に
は
、
松
代
町

腕
相
撲
協
会
よ
り
優
勝
旗
、
八
幡
べ
い

副
賞
、
賞
状
、
賞
品
が
贈
ら
れ
、
こ
の

他
大
関
、
関
脇
、
小
結
等
役
力
士
全
員

に
新
潟
日
報
社
、
読
売
新
聞
社
、
春
祭

実
行
委
員
会
等
か
ら
賞
品
が
贈
ら
れ
た

　
当
日
の
成
績
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

◎
小
学
生
の
部

　ロコら　　の〃　一　　　一

　位位位

を
告
げ
る
、
去
る
四
月

三
日
、
松
代
町
で
は
始

め
て
の
腕
相
撲
大
会
が

公
民
館
で
開
催
さ
れ
た

　
　
七
十
才
を
越
え
た
老

人
が
、
今
時
の
若
い
者

　
に
な
ど
…
…
…
と
意
気

盛
ん
な
と
こ
ろ
を
見
せ

　
る
な
ど
、
小
学
生
、
中

　
学
生
、
一
般
あ
わ
せ
て

　
約
六
十
人
の
力
士
が
参

　
加
し
て
技
自
慢
、
力
自

　
慢
を
競
っ
た
。

　
　
正
面
舞
台
の
土
俵
に

　
は
畳
六
枚
が
敷
か
れ
、

　
　
　
　
　
四
方
に
赤
青

　
　
　
四
隅
に
勝
負
検
査

羽
織
、
袴
に
威
儀
を
正
し

関
谷
敏
雄
（
松
代
）

関
谷
喜
久
男
（
松
代
）

相
沢
幸
一
（
太
平
）

中
村
健
二
（
松
代
）

っ
て
六
月
六
日
、
大
会
々
場
の
県
営
グ

ラ
ン
ド
に
到
着
、
開
会
式
典
の
空
高
く

ひ
る
が
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
大

会
旗
は
、
当
町
を
通
過
し
た
の
が
五
月

十
六
日
、
午
后
五
時
峠
小
学
校
下
で
大

島
村
よ
り
引
継
ぎ
、
五
時
五
十
分
松
之

山
町
に
引
き
渡
し
た
。
又
翌
十
七
日
に

は
町
役
場
前
に
て
沿
道
を
う
め
つ
く
し

た
歓
送
団
に
送
ら
れ
て
松
之
山
に
引
継

ぎ
、
町
長
を
隊
長
に
午
前
八
時
五
十
分

鼓
笛
隊
吹
奏
の
中
に
出
発
、
町
境
峠
部

落
に
て
、
大
島
村
に
引
ぎ
渡
し
た
。

こ
の
日
は
天
候
快
晴
に
て
沿
道
に
は
各

小
中
学
校
生
は
国
体
小
旗
を
打
ち
振
り

　
国
体
歌
を
合
唱
、
各
戸
は
国
旗
を
掲

揚
、
中
継
点
で
は
各
婦
人
会
の
接
待
な

ど
積
極
的
に
協
力
、
意
義
あ
る
こ
の
日

を
お
く
っ
た
。

　
〃
　
　
相
沢
正
男
（
松
代
）

◎
中
学
生
の
部

　
一
位
柳
孝
ス
松
代
）

　
二
位
市
川
賢
ス
田
沢
）

　
三
位
　
五
十
嵐
利
ス
松
代
）

　
〃
　
柳
成
ス
松
代
）

◎
一
般
の
部

優
勝
横
綱
市
ノ
川
璋
次
（
松
代
荒
川
や
）

　
大
関
原
錦
文
雄
（
松
代
原
田
や
）

　
東
関
脇
男
松
益
蔵
（
松
代
相
沢
組
）

　
西
関
脇
八
幡
川
利
雄
（
松
代
利
野
や
）

　
東
小
結
俵
山
三
郎
（
菅
刈
山
田
や
）

　
西
小
結
輝
の
海
（
峠
　
干
場
）

腕
相
撲
大
会
は
今
後
も
毎
年
四
月
三
日

に
行
う
予
定
で
す
か
ら
、
来
年
も
尚
一

層
御
協
力
と
御
参
加
を
今
か
ら
お
願
い

致
し
て
お
き
ま
す
。

（些）

H
今
年
も
元
気
一
ぱ
い
H

町
婦
人
学
級
学
習
を
開
始

　
早
目
に
迎
え
た
今
年
の
春
は
、
好
天

と
あ
い
ま
っ
て
順
調
に
す
べ
り
出
し
、

農
作
業
は
一
日
一
日
を
追
わ
れ
る
様
な

毎
日
が
続
く
。
早
く
も
あ
ち
こ
ち
に
田

植
え
の
歌
も
聞
か
れ
よ
う
と
い
う
今
日

此
頃
で
あ
る
。
こ
ん
な
時
、
数
年
来
目

覚
ま
し
い
程
の
学
習
を
続
け
て
来
た
町

内
各
婦
人
学
級
が
、
今
年
も
又
そ
の
第

一
歩
を
ふ
み
出
し
た
。
自
分
自
身
の
進

歩
、
家
族
生
活
の
向
上
、
自
分
を
と
り

ま
く
社
会
作
り
と
、
年
間
の
計
画
は
意

欲
的
な
も
の
で
あ
る
。
疲
れ
き
っ
た
体

を
、
そ
れ
で
も
学
習
の
場
に
む
け
よ
う

と
す
る
お
母
さ
ん
方
に
対
し
て
限
り
な

い
敬
意
を
表
す
る
。
昨
年
度
は
当
町
内

各
部
落
中
、
二
、
三
の
も
の
が
婦
人
学

級
を
も
た
な
か
っ
た
。
で
も
今
年
は
全

部
落
約
五
十
の
学
級
が
、
子
ど
も
の
問

題
技
術
の
問
題
、
人
間
関
係
の
間
題
、

社
会
的
な
問
題
と
、
そ
の
求
め
る
と
こ

ろ
は
い
ろ
い
ろ
の
型
で
も
、
自
分
自
身

が
今
よ
り
一
歩
前
進
し
、
今
よ
り
も
家

庭
の
問
題
が
良
く
な
る
様
に
と
願
い
つ

つ
学
級
活
動
を
開
始
し
た
。
こ
の
学
習

が
必
ず
実
を
結
ぶ
こ
と
を
信
じ
つ
N
、

又
そ
の
こ
と
が
結
論
を
出
さ
な
い
と
し

て
も
そ
れ
な
り
の
意
義
の
あ
る
事
で
あ

る
こ
と
を
信
じ
つ
』
、
よ
り
よ
い
学
習

活
動
を
期
待
し
て
止
ま
な
い
。
そ
し
て

そ
れ
が
町
作
り
の
大
切
な
活
動
の
一
貫

で
あ
る
こ
と
を
学
級
生
の
皆
様
と
共
に

自
確
し
、
周
囲
の
人
々
の
温
い
協
力
と

指
導
に
感
謝
し
つ
』
、
自
ら
定
め
た
学

習
方
法
で
、
自
分
自
分
の
本
当
の
意
味

の
求
め
る
も
の
を
学
ん
で
い
き
た
い
。

ノ


